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静岡地学第57号 (1988)

11支流の早川吋~原島の貝化石と

延自然博物館を訪ねて

一中部支部巡検報告-

中島敏博*

中部支部巡検会として、昭和62年11月29日制山梨県身延町を訪れた。マイカ一方式により、 8持20分

清水インクー前に集まった後、 52号線を北上~身延自然博物館~大城渓谷~夜子沢~遅沢~早川~小

を廻って午後5時半清水に帰着した。案内をお願いした久我直人会員を含め11名が参加した。

身廷町立自熱博物館

小規模ながら地学、生物関係の標本が多数展示され、
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